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1月22日〜2月15日

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
に
森
会
長
が
出
席

　

１
月
22
日
、
総
務
大
臣
と
地
方
六
団
体
会
合
が
、
都
道

府
県
会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
森
会
長
が
出
席

し
、
平
成
25
年
度
予
算
に
お
け
る
地
方
公
務
員
給
与
の
取

扱
い
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

新
藤
総
務
大
臣
か
ら
は
、「
地
方
公
務
員
給
与
の
取
扱
い

に
つ
い
て
述
べ
る
。
我
々
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
日
本
の

再
生
。
こ
れ
を
国
と
地
方
で
共
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。
特
に
、
緊
急
に
防
災
・
減
災
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
消
費
増
税
に

つ
い
て
は
、
国
民
の
理
解
を
得
て
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
、
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
地
方
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
に

は
敬
意
を
表
す
る
が
、
平
成
25
年
度
は
、
国
家
公
務
員
の

給
与
を
踏
ま
え
て
国
に
準
じ
た
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
実
施
に
際
し
て
は
、
①
地
方
が
実
行
不
可
能

な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
財
政
当
局
は
平
成
25
年
４
月

か
ら
と
い
う
が
、
こ
れ
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
②
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
を
単
な
る
財
政
再
建
の

た
め
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
ず
、
給
与
削
減
の
大
義
を
打

ち
立
て
た
い
。
③
地
方
の
行
革
努
力
を
反
映
さ
せ
る
も
の

に
し
た
い
。
地
域
の
活
性
化
に
係
る
交
付
税
の
算
定
に
は

地
方
の
努
力
が
見
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
地
方
側
か
ら
は
、「
①
国
家
公
務
員
の

給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

地
方
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
自
主
的
か
つ
適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
②
大
臣
の
い
う
「
実
行
不
可
能
な
こ
と
は

し
な
い
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

国
と
し
て
の
対
応
を
明
確
に
で
き
る
の
か
。
③
地
方
公
務

員
の
定
数
削
減
実
績
は
国
の
６
倍
に
及
ぶ
。
行
財
政
改
革

が
国
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
不
快
感
を
覚

え
る
。
④
交
付
税
削
減
が
国
の
財
政
再
建
の
た
め
の
も
の

で
あ
れ
ば
到
底
容
認
で
き
な
い
。
国
家
公
務
員
の
給
与
の

削
減
は
復
興
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い

る
。
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
分
は
何
に
充
て
る
の
か
。

明
確
に
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
⑤
国
・
地

方
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
議
論
が
で

き
る
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
発
言
し
た
。

　

地
方
側
の
発
言
に
対
し
、
新
藤
総
務
大
臣
か
ら
は
、「
①

法
律
の
精
神
は
尊
重
し
た
い
。
給
与
削
減
は
強
制
力
を
伴

う
も
の
で
は
な
い
が
、
国
家
の
再
生
の
た
め
に
は
協
力
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
法
改
正
は
考
え
て
な
い
が
、
閣
議

決
定
で
協
力
を
要
請
し
た
い
。
給
与
削
減
分
が
、
地
域
の

防
災
・
元
気
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
地
域
の
た
め

に
公
務
員
が
先
頭
に
立
っ
て
進
め
る
こ
と
に
期
待
し
て

い
る
。
②
給
与
水
準
の
見
直
し
、
地
方
財
政
計
画
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
頑
張
っ
た
も
の
が
報
わ
れ
る
制
度
を
作

り
た
い
。
何
が
反
映
で
き
る
の
か
平
場
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。
③
財
政
当
局
か
ら
は
地
方
公
務
員
給
与
に
つ
い
て

は
２
年
間
の
削
減
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
断
固
拒

否
し
、
１
年
限
り
の
措
置
と
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
以

降
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
で
改
め
て
協
議
を
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す
る
こ
と
と
し
た
い
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、「
①
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
は
暫

定
措
置
で
あ
り
、
地
方
の
行
財
政
改
革
へ
の
取
組
み
は
恒

久
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
じ
土
俵
に
上
げ
た
こ
と

が
問
題
で
あ
る
。
②
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
を
含
め
給
与
水
準
の
在
り
方
に
つ
い
て
国
と

地
方
の
協
議
の
場
を
設
け
て
き
ち
ん
と
議
論
す
べ
き
で
あ

り
、
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
１
年

先
送
り
す
べ
き
で
あ
る
。
③
交
付
税
削
減
は
、
そ
の
依
存

が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
皺
寄
せ
が
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と

発
言
し
た
。

　

最
後
に
、
新
藤
総
務
大
臣
か
ら
、「
皆
さ
ん
の
意
見
を

受
け
止
め
た
上
で
、
国
家
と
し
て
お
願
い
す
る
こ
と
は
お

願
い
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
結
論
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。
い
た
だ
い
た
意
見
が
反
映
で
き
る
よ

う
財
務
省
と
折
衝
を
し
た
い
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

�

［
財
政
部
］

 

「
平
成
25
年
度
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
予
算
の

増
額
確
保
に
関
す
る
要
望
」及
び「
平
成
25
年
度
基
地

周
辺
対
策
予
算
の
確
保
に
関
す
る
要
望
」を
総
務
省

政
務
三
役
等
、
自
由
民
主
党
の
土
屋
・
総
務
部
会
長
、

衛
藤
・
元
防
衛
庁
長
官
へ
提
出（
全
国
基
地
協
議
会

及
び
防
衛
施
設
周
辺
整
備
全
国
協
議
会
）

　

１
月
22
日
、
全
国
基
地
協
議
会
会
長
の
朝
長
・
佐
世
保

市
長（
防
衛
施
設
周
辺
整
備
全
国
協
議
会
副
会
長
）は
、
平

成
25
年
度
基
地
関
係
予
算
の
確
保
に
向
け
、
総
務
省
政
務

三
役
は
じ
め
同
省
幹
部
に
対
し
、「
平
成
25
年
度
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
予
算
の
増
額
確
保
に
関
す
る
要
望
」

を
提
出
し
た
。

　

ま
た
、
自
由
民
主
党
の
土
屋
総
務
部
会
長
、
衛
藤
元

防
衛
庁
長
官
に
対
し
、
前
記
要
望
及
び
「
平
成
25
年
度

基
地
周
辺
対
策
予
算
の
確
保
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

し
た
。

�
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自
由
民
主
党
総
務
部
会
に
森
会
長
が
出
席

　

１
月
24
日
、
自
由
民
主
党
総
務
部
会
が
開
催
さ
れ
、
森

会
長
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
等
代
表
が
出
席
し
、
平
成
25

年
度
予
算
に
お
け
る
地
方
公
務
員
給
与
の
取
扱
い
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

　

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、
上
田
・
埼
玉
県
知
事
か
ら

は
、
地
方
公
務
員
給
与
削
減
に
つ
い
て
、「
①
地
方
は
国

に
先
ん
じ
て
給
与
削
減
や
定
数
削
減
を
行
っ
て
い
る
。
②

今
回
の
国
家
公
務
員
給
与
の
削
減
は
特
例
措
置
で
あ
り
、

そ
れ
に
準
じ
て
地
方
公
務
員
給
与
を
削
減
す
る
よ
う
求

め
、
地
方
固
有
の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
削
減
す
る

こ
と
は
筋
が
通
ら
な
い
」等
を
主
張
し
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、「
総
務
大
臣
は
地
方
の
こ
れ
ま
で
の

行
革
努
力
を
評
価
す
る
と
言
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
地
方
公
務
員
給
与
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
政
府
案
で

は
、
国
家
公
務
員
給
与
の
削
減
措
置
に
準
じ
て
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
す
る
と
あ
り
、
一
律
削
減
を
す
る

と
も
読
み
取
れ
問
題
で
あ
る
。
内
閣
は
、
地
方
の
こ
れ
ま

で
の
行
革
努
力
を
認
め
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
な
が
ら
国
に

お
い
て
も
行
政
改
革
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
土
屋
・
自

民
党
総
務
部
会
長
に
は
、
党
と
し
て
地
方
の
実
情
を
十
分

踏
ま
え
た
配
慮
を
行
う
よ
う
強
く
申
し
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
矢
田
・
神
戸
市
長
は
、
指
定
都
市
市
長
会
代
表

と
し
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
は
東
日
本
大
震
災
の

復
興
財
源
確
保
の
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
国
と
地
方
の
給

与
を
同
列
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
等
を
発
言
し
た
。

　

新
藤
総
務
大
臣
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
の
行
政

改
革
努
力
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
地
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
皆
様
の
声
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
し
た
上
で
、「
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
①
地
方
が
実
行
不
可
能
な
こ
と

は
求
め
な
い
。
②
単
な
る
地
方
の
財
源
削
減
に
終
わ
ら

せ
ず
、
地
域
の
元
気
、
防
災
・
減
災
事
業
に
充
て
る
と

い
う
大
義
を
打
ち
立
て
る
。
③
地
方
の
行
政
改
革
努
力

を
反
映
さ
せ
る
の
３
点
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
い
。
国
と
地
方
は
一
体
で
あ
り
、
国
民
に
対
す
る

奉
仕
者
と
し
て
、
と
も
に
責
務
を
果
た
し
て
参
り
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
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平
成
25
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
が
決
定

　

１
月
24
日
に
「
平
成
25
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」
が
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決
定
さ
れ
た
。
主
な
改
正
事
項
と
し
て
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

①�
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保

し
て
、
地
方
財
政
へ
の
影
響
に
対
す
る
適
切
な
補
て
ん

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
前
提
に
、
地
方
団
体
の
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
の
方
向
で
抜
本
的
な
改
革
を
行

う
こ
と
と
し
、
平
成
26
年
度
税
制
改
正
で
具
体
的
な
結

論
を
得
る
。

・ �

自
動
車
取
得
税
は
、
二
段
階
で
引
き
下
げ
、
消
費
税

10
％
の
時
点
で
廃
止
す
る
。
消
費
税
８
％
の
段
階
で

は
、
エ
コ
カ
ー
減
税
の
拡
充
な
ど
グ
リ
ー
ン
化
を
強
化

す
る
。
必
要
な
財
源
は
別
途
措
置
す
る
。

・ �

消
費
税
10
％
段
階
で
、
自
動
車
税
に
お
い
て
、
自
動
車

取
得
税
の
グ
リ
ー
ン
化
機
能
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
層
の

グ
リ
ー
ン
化
の
維
持
・
強
化
及
び
安
定
的
な
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
、
地
域
の
自
主
性
、
自
立
性
を
高
め
つ
つ
、

環
境
性
能
等
に
応
じ
た
課
税
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

他
に
確
保
し
た
安
定
的
な
財
源
と
合
わ
せ
て
、
地
方
財

政
へ
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

②�

自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
方
向
で
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
26
年
度
税
制
改
正
で
具
体
的

な
結
論
を
得
る
。

・ �

エ
コ
カ
ー
減
税
制
度
の
基
本
構
造
を
恒
久
化
す
る
。

消
費
税
８
％
段
階
で
は
、
財
源
を
確
保
し
て
、
一
層

の
グ
リ
ー
ン
化
等
の
観
点
か
ら
、
燃
費
性
能
等
に
応

じ
て
軽
減
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
。
今
後
、
グ

リ
ー
ン
化
機
能
の
維
持
・
強
化
及
び
安
定
的
な
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
、
環
境
性
能
に
応
じ
た
課
税
を
検

討
す
る
。

・ �

自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
は
、
車
両
重
量
等
に
応
じ
て

課
税
さ
れ
て
お
り
、
道
路
損
壊
等
と
密
接
に
関
連
し
て

い
る
。
今
後
、
道
路
等
の
維
持
管
理
・
更
新
や
防
災
・

減
災
等
の
推
進
に
多
額
の
財
源
が
必
要
と
な
る
中
で
、

原
因
者
負
担
・
受
益
者
負
担
と
し
て
の
性
格
を
明
確
化

す
る
た
め
、
そ
の
税
収
に
つ
い
て
、
道
路
の
維
持
管

理
・
更
新
等
の
た
め
の
財
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
方
向
で
見
直
し
を
行
う
。

③�

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
期
間
を
平
成
26
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
29
年
末
ま
で
４
年
間
延
長
し
、
そ
の
期

間
の
う
ち
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
末
ま
で

に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
の
控
除
限
度
額
を
、
所
得
税

の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
７
％（
最
高
13
・
65
万
円
）に

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
措
置
に
よ
る
平
成
27
年
度

以
降
の
個
人
住
民
税
の
減
収
額
に
つ
い
て
は
全
額
国
費

で
補
て
ん
す
る
。

④�

地
方
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
、「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る

税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
方
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
早
急
に
総
合
的
な
検
討
を

行
う
。
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「
平
成
25
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」の 

決
定
を
受
け
、
森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
が 

共
同
声
明
を
発
表

　

１
月
24
日
、「
平
成
25
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」が
決

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
は

「
平
成
25
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
つ
い
て
」共
同
声
明

を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
①
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
消
費
税

８
％
の
段
階
で
エ
コ
カ
ー
減
税
の
拡
充
な
ど
グ
リ
ー
ン

化
を
強
化
し
、
消
費
税
10
％
の
時
点
で
廃
止
す
る
方
向

で
改
革
を
行
う
こ
と
は
明
記
す
る
一
方
、
そ
の
代
替
財

源
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
10
％
段
階
で
自
動
車
税
に
お

い
て
新
た
な
課
税
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
方
財
政
へ
は

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
具
体
的
な
措
置
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
税
制
改

正
に
向
け
た
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
団
体
の
意
見

を
十
分
踏
ま
え
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
減
収
が
生

ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
方
税
又
は
少
な
く
と
も
地

方
譲
与
税
に
よ
る
安
定
的
な
税
財
源
を
確
保
す
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
措
置
が
同
時
に
実
施
さ
れ
な
い
限
り
は
、

自
動
車
取
得
税
は
廃
止
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
強

く
求
め
る
こ
と
。
②
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
に

つ
い
て
、
地
方
の
役
割
等
に
応
じ
た
税
財
源
を
確
保
す

る
仕
組
み
を
創
設
す
べ
き
と
す
る
地
方
の
提
言
が
見
送

ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
回
の

大
綱
に
お
い
て
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
方
の
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
早
急
に
総

合
的
な
検
討
を
行
う
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後

の
税
制
改
正
論
議
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
地

方
公
共
団
体
が
果
た
す
役
割
を
適
切
に
反
映
し
た
新
た

な
地
方
税
源
化
等
の
制
度
が
速
や
か
に
創
設
さ
れ
る
よ

う
強
く
求
め
る
こ
と
。
③
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
限
度
額

が
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
の
範
囲
を
超
え
て

拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
地
方
団
体
の
減

収
額
の
全
額
を
国
費
に
よ
り
補
て
ん
す
る
と
明
記
さ
れ

た
こ
と
は
、
地
方
の
意
見
が
相
当
程
度
反
映
さ
れ
た
も

の
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
特
例
交
付
金
等
の
明
確
な
財
源
措
置
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
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総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
代
表
者
意
見
交
換
に 

森
会
長
が
出
席

　

１
月
25
日
、
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
代
表
者
意
見
交

換
が
、
総
務
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
森
会

長
が
出
席
し
、
平
成
25
年
度
予
算
に
お
け
る
地
方
公
務
員

給
与
の
取
扱
い
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

新
藤
総
務
大
臣
か
ら
、
平
成
25
年
度
の
地
方
公
務
員
給

与
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
①
給
与
削
減
の
実
施
時
期
に
つ

い
て
は
、
組
合
交
渉
や
議
会
に
条
例
改
正
な
ど
の
手
続
き

を
考
慮
し
、
７
月
か
ら
の
実
施
と
し
た
い
。
②
地
方
公
務

員
給
与
の
削
減
分
は
、
単
な
る
財
政
再
建
の
た
め
で
は
な

く
、
地
方
財
政
計
画
上
に
特
出
し
し
て
計
上
し
、
地
方
の

防
災
・
減
災
事
業
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
と
し
て
地

域
活
性
化
に
充
て
た
い
。
③
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て

は
、
少
な
く
と
も
実
質
的
に
平
成
24
年
度
地
方
財
政
計
画

の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
等

の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
①
地
方
公
務
員
給
与
は
、
人
事
院
勧

告
や
人
事
委
員
会
勧
告
を
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
地
方
公
務
員
給
与
は
地
方
が
自
主
的
に
決
定
す
る
も
の

で
あ
り
、
一
律
削
減
す
べ
き
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
て
地
方
が
柔
軟
に
弾
力
的
に
対
応
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
強
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
③
地
方

の
元
気
づ
く
り
事
業
の
算
定
に
際
し
て
地
方
の
行
革
努
力

を
反
映
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
短
期
で
捉
え
る
の
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
定
数
削
減
を
含
め
た
地
方
の
総
人
件
費

の
削
減
な
ど
地
方
の
行
革
努
力
を
全
体
と
し
て
評
価
す
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
求
め
た
。
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平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る 

閣
僚
折
衝
の
決
着
を
受
け
、 

森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
が 

共
同
声
明
を
発
表

　

１
月
27
日
、
平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
閣

僚
折
衝
が
決
着
し
た
こ
と
を
受
け
、
森
会
長
ほ
か
地
方
六

団
体
会
長
は
「
平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策
・
地
方
公
務

員
給
与
に
つ
い
て
」共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
平
成
25
年
度
の
地
方
一
般
財
源
総
額
が
前

年
度
と
同
水
準
で
確
保
さ
れ
、
総
務
大
臣
を
は
じ
め
政
府

関
係
者
の
努
力
・
工
夫
は
受
け
止
め
る
と
し
な
が
ら
も
、

平
成
25
年
度
の
地
方
公
務
員
給
与
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
①
国
を
は
る
か
に
上
回
る
地
方
の
行
財
政
努
力
を
適

切
に
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
国
家
公
務
員
給
与
引
下
げ
の

臨
時
特
例
減
額
措
置
を
地
方
交
付
税
に
反
映
さ
せ
、
一
方

的
に
削
減
し
た
こ
と
は
極
め
て
問
題
で
あ
る
。
②
国
が
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治

の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
ま
し
て
地
方
交
付
税
を

国
の
政
策
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
地

方
の
固
有
財
源
と
の
性
格
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
等
と

の
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
。

　

そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
①
国
と
地
方
の
信
頼
関
係

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
地
方
と
の
十
分
な
協
議
を
経

な
い
ま
ま
、
地
方
公
務
員
給
与
に
係
る
地
方
交
付
税
を

一
方
的
に
削
減
す
る
今
回
の
よ
う
な
措
置
を
二
度
と
行

わ
な
い
こ
と
、
②
給
与
は
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
個
々

の
自
治
体
の
条
例
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
決
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
自
主
性
を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く

求
め
た
。

　

ま
た
、
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
早
急
か
つ
抜
本

的
に
地
方
並
み
の
定
数
削
減
を
断
行
す
る
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
公
務
員
の
総
人
件
費
や
給
与
適
正
化
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

等
に
お
い
て
十
分
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
併
せ
て
要

請
し
た
。
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森
会
長
が
交
付
税
削
減
・
地
方
公
務
員
給
与
削
減
に

関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

１
月
29
日
、
森
会
長
は
、
地
方
交
付
税
削
減
・
地
方
公

務
員
給
与
削
減
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
コ
メ

ン
ト
で
は
、
①
今
回
の
地
方
公
務
員
の
給
与
を
強
制
的
に

削
減
し
よ
う
と
す
る
措
置
は
、
地
方
分
権
の
根
幹
に
関
わ

る
問
題
で
あ
り
、
は
な
は
だ
遺
憾
で
あ
る
。
②
地
方
公
務

員
給
与
は
、
地
方
が
自
主
的
に
議
会
の
同
意
を
得
て
決
め

る
も
の
で
あ
り
、
全
国
一
律
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
が
自
主
的
・
弾
力
的
に
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
③

国･

地
方
を
通
じ
る
公
務
員
の
給
与
問
題
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
あ
り
方
を
含
め
、
早
急
に

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」等
で
議
論
を
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
た
。
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理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催

　

１
月
30
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
理
事
・
評
議
員

合
同
会
議
を
開
催
。
総
務
省
の
坂
本
副
大
臣
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
大
石
総
務
審
議
官
か
ら
、
地
方

公
務
員
給
与
問
題
等
を
含
め「
地
方
行
財
政
の
課
題
」に
つ

い
て
説
明
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
な
お
、
地
方
公

務
員
給
与
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
引
き
続
き
政
策
推
進

委
員
会
に
お
い
て
本
会
の
対
応
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
諸
会
議
の
開
催
状
況
等
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
後
、
平
成
25
年
度
全
国
市
長
会
収
支
予

算
、
第
83
回
全
国
市
長
会
議
開
催
要
領
、
参
与
の
委
嘱
等

に
つ
い
て
協
議
・
決
定
し
た
。
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森
会
長
が
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
公
表
を
受
け
て 

コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

２
月
８
日
、
森
会
長
は
、「
平
成
24
年
地
方
公
務
員
給

与
実
態
調
査
結
果
」（
総
務
省
）
の
発
表
を
受
け
て
全
国
市

長
会
会
長
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
コ
メ
ン
ト
で
は
、
①

今
回
の
発
表
は
、
わ
ず
か
２
年
間
の
臨
時
的
な
減
額
を
し

て
い
る
国
家
公
務
員
給
与
と
の
比
較
で
あ
り
、
瞬
間
的
な

数
値
で
あ
る
。
②
こ
の
数
値
に
は
、
こ
れ
ま
で
国
を
上

回
っ
て
市
町
村
が
行
っ
て
き
た
、
10
年
間
で
1
・
6
兆
円

と
い
う
総
人
件
費
の
削
減
、
13
万
人
の
人
員
削
減
の
行
革

努
力
が
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
数
値
だ
け
が
一

人
歩
き
す
る
こ
と
で
地
方
公
務
員
に
対
し
て
謂
れ
の
無
い

誤
解
が
生
じ
る
こ
と
を
強
く
懸
念
す
る
。
③
国･

地
方
を

通
じ
る
公
務
員
の
給
与
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
の
あ
り
方
を
含
め
、
早
急
に
「
国
と
地
方

の
協
議
の
場
」等
で
議
論
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
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あいさつを行う坂本総務副大臣

開会のあいさつを行う森会長
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